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(57)【要約】
【課題】水系媒体や油剤への分散性に優れ、分散安定性が高い分散性粉体を提供する。
【解決手段】粉体を表面処理剤で処理してなる分散性粉体であって、前記表面処理剤が、
重量平均分子量３００～２００００のオルガノポリシロキサン界面活性剤から選択される
表面処理剤であり、前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基としてグリセリ
ン基、アミノ基、カルボキシル基、糖残基から選択される有機基を少なくとも１つ有し、
前記親水性基と前記オルガノシロキサン界面活性剤全体の重量比は前記親水性基を１とし
た場合、４．０以下であり、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないことを特徴とする
分散性粉体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉体を表面処理剤で処理してなる分散性粉体であって、
　前記表面処理剤が、重量平均分子量３００～２００００のオルガノポリシロキサン界面
活性剤から選択される表面処理剤であり、
　前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基としてグリセリン基、アミノ基、
カルボキシル基、糖残基から選択される有機基を少なくとも１つ有し、前記親水性基と前
記オルガノシロキサン界面活性剤全体の重量比は前記親水性基を１とした場合、４．０以
下であり、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないことを特徴とする分散性粉体。
【請求項２】
　前記粉体がシリコーンパウダー、ポリアミドパウダー、ポリアクリル酸・アクリル酸エ
ステルパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダ
ー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメ
チルベンゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリ
レートパウダー、セルロースパウダー、シルクパウダー、ナイロンパウダー、無機粉体、
有色顔料、パール顔料、金属粉末顔料から選択されることを特徴とする請求項１に記載の
分散性粉体。
【請求項３】
　前記粉体が疎水性の粉体であり、平均粒子径が２００μｍ以下であることを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の分散性粉体。
【請求項４】
　前記疎水性の粉体が、シリコーン、フッ素化合物、シランカップリング剤、チタンカッ
プリング剤、Ｎ－アシル化アミノ酸、金属石鹸から選択される処理により表面疎水化され
たものであることを特徴とする請求項３に記載の分散性粉体。
【請求項５】
　前記粉体を前記表面処理剤で処理する際に、６０℃以上１８０℃未満で熱処理を行うこ
とを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の分散性粉体の製造方法。
【請求項６】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の分散性粉体を含む化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分散性粉体、その製造方法、及び前記分散性粉体を含む化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から粉体の分散性の向上や組成物に配合した場合の応用が検討されている。
【０００３】
　例えば、粉体の表面処理によって水系媒体や油剤への分散性を向上させることが検討さ
れている。特許文献１にはシルセスキオキサン粒子にポリオキシアルキレン基を持つシリ
コーンを処理することによって、シリコーン油への分散性が向上したことが記載されてい
るが、水系媒体への分散については記載されていない。また、組成物、特に化粧品組成物
に配合した場合の効果、有用性については記載されていない。
【０００４】
　また、特許文献２には、ポリオキシアルキレン基を持つシラン化合物で顔料表面を親水
処理する方法が記載されているが、表面親水性が高くなりすぎるため、粉が凝集したり、
化粧料への配合時に塗布時の感触が悪くなる問題があった。
【０００５】
　さらに、特許文献３，４には、高ＨＬＢの界面活性剤と粉体を含む水性メイク化粧料が
記載されており、化粧組成物中でこれらを混合して化粧料としているが、このような方法
では粉同士の凝集が抑えられないため、塗布時のおさまり、のびが悪くなる等の問題があ
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った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１－２６６１４１号公報
【特許文献２】特開２００３－２６９５８号公報
【特許文献３】特開２００１－２２０３１９号公報
【特許文献４】特開２００１－１１４６４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、水系媒体や油剤への分散性に優
れ、分散安定性が高い分散性粉体及びその製造方法を提供することを目的とする。また、
前記分散性粉体を配合した、化粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のび、密着
性、使用感が良い化粧料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明によれば、粉体を表面処理剤で処理してなる分散性
粉体であって、前記表面処理剤が、重量平均分子量３００～２００００のオルガノポリシ
ロキサン界面活性剤から選択される表面処理剤であり、前記オルガノポリシロキサン界面
活性剤は、親水性基としてグリセリン基、アミノ基、カルボキシル基、糖残基から選択さ
れる有機基を少なくとも１つ有し、前記親水性基と前記オルガノシロキサン界面活性剤全
体の重量比は前記親水性基を１とした場合、４．０以下であり、かつ、ポリオキシアルキ
レン基を有さないことを特徴とする分散性粉体を提供する。
【０００９】
　本発明の分散性粉体であれば、水系媒体や油剤への分散性に優れ、分散安定性が高いも
のとなる。
【００１０】
　前記粉体がシリコーンパウダー、ポリアミドパウダー、ポリアクリル酸・アクリル酸エ
ステルパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダ
ー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメ
チルベンゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリ
レートパウダー、セルロースパウダー、シルクパウダー、ナイロンパウダー、無機粉体、
有色顔料、パール顔料、金属粉末顔料から選択されることが好ましい。
【００１１】
　このような粉体を用いると分散性に優れた粉体が得られる。
【００１２】
　また、前記粉体が疎水性の粉体であり、平均粒子径が２００μｍ以下であることが好ま
しい。
【００１３】
　このような疎水性粉体を用いることによって粉体の分散性が優れ、分散安定性が高く、
化粧料に配合した場合の使用感が良くなる。
【００１４】
　この場合、前記疎水性の粉体が、シリコーン、フッ素化合物、シランカップリング剤、
チタンカップリング剤、Ｎ－アシル化アミノ酸、金属石鹸から選択される処理により表面
疎水化されたものであることであることが好ましい。
【００１５】
　このような粉体を用いることによって分散性が優れ、分散安定性が高く、化粧料に配合
した場合の使用感が一層良くなる。
【００１６】
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　また、前記粉体を前記オルガノポリシロキサン界面活性剤で処理する際に、６０℃以上
１８０℃未満で熱処理を行うことを特徴とする本発明の分散性粉体の製造方法も提供する
。
【００１７】
　本発明の分散性粉体の製造方法であれば、前記粉体を前記表面処理剤で処理する際、６
０℃以上１８０℃未満で熱処理を行うことによって、分散性が優れ、分散安定性が高く、
化粧料に配合した場合、化粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のび、密着性、
使用感が良い化粧料となる分散性粉体を製造することができる。
【００１８】
　さらに、本発明の分散性粉体を含む化粧料も提供する。
【００１９】
　本発明の分散性粉体を含む化粧料であれば、従来の問題を解決し、分散性が優れ、分散
安定性が高く、化粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のび、密着性、使用感が
良くなる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の分散性粉体は、分散性が優れ、分散安定性が高く、化粧料に配合した場合、化
粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のび、密着性、使用感が良くなる。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　上記のように、分散性の処理粉体であって、従来の処理粉体よりも分散性が優れ、分散
安定性が高く、化粧料に配合した場合、化粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、
のび、密着性、使用感が良い化粧料が求められている。
【００２２】
　本発明者らは、上記目的を達成するため鋭意検討を行った結果、特定の分子量で特定の
親水性基を有するオルガノポリシロキサン界面活性剤で処理された粉体が分散性、分散安
定性に優れたものとなることを見出した。このような処理粉体が化粧料に添加されたこと
はこれまでなかった。
【００２３】
　すなわち、本発明は、粉体を表面処理剤で処理してなる分散性粉体であって、前記表面
処理剤が、重量平均分子量３００～２００００のオルガノポリシロキサン界面活性剤から
選択される表面処理剤であり、前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基とし
てグリセリン基、アミノ基、カルボキシル基、糖残基から選択される有機基を少なくとも
１つ有し、前記親水性基と前記オルガノシロキサン界面活性剤全体の重量比は前記親水性
基を１とした場合、４．０以下であり、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないことを
特徴とする分散性粉体である。
【００２４】
　以下、本発明について詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００２５】
　本発明の分散性粉体は、粉体を表面処理剤で処理してなる分散性粉体である。以下、本
発明の分散性粉体について説明する。
【００２６】
［粉体］
　表面処理剤で処理して本発明の分散性粉体とするための粉体（以下、「原料粉体」とも
いう）は、特に限定されないが、シリコーンパウダー、ポリアミドパウダー、ポリアクリ
ル酸・アクリル酸エステルパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポ
リプロピレンパウダー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、ベンゾグアナミ
ンパウダー、ポリメチルベンゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、
ポリメチルメタクリレートパウダー、セルロースパウダー、シルクパウダー、ナイロンパ
ウダー、無機粉体、有色顔料、パール顔料、金属粉末顔料から選択されることが好ましい
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。このような原料粉体を用いると分散性に優れた粉体が得られる。
【００２７】
　シリコーンパウダーとしてはポリアルキルシルセスキオキサン、もしくはポリアリール
シルセスキオキサン、例えば市販品としてはＫＭＰ－５９０、５９１（信越化学工業社製
）、ＭＳＰ－１５０（日興リカ社製）、シリコーンエラストマーパウダー、例えば市販品
としてはＫＭＰ－５９７、５９８（信越化学工業社製）、シリコーン複合パウダー、シリ
コーンエラストマ－パウダーにポリアルキルシルセスキオキサンで処理したもの例えば市
販品としてはＫＳＰ－１００、１０１、１０５、３００、４１１、４４１、金平糖状シリ
コーンパウダー、例えば市販品としてはＮＨ－ＬＡＳ０６、ＮＨ－ＫＢ０４、SilcrustaM
K03（日興リカ社製）。シリコーンパウダーは球状、不定形であってもよく、凹みがある
形状、お椀状であっても良い。
【００２８】
　その他の高分子粉体としては、ポリアミドパウダー、ポリアクリル酸・アクリル酸エス
テルパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダー
、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメチ
ルベンゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリレ
ートパウダー、セルロースパウダー、シルクパウダー、ナイロンパウダーが挙げられるが
、これらに特に限定されることはなく、好ましくはポリエチレンパウダー、ポリプロピレ
ンパウダー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタンパウダー、テトラフルオロエチレンパ
ウダー、ポリメチルメタクリレートパウダー、ポリアミドパウダーである。
【００２９】
　無機粉体としては、酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化マ
グネシウム、硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸
マグネシウム、タルク、マイカ、カオリン、セリサイト、白雲母、合成雲母、金雲母、紅
雲母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシ
ウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸ス
トロンチウム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュライト、ハイ
ジライト、ベントナイト、モンモリロナイト、ヘクトライト、ゼオライト、セラミックス
パウダー、第二リン酸カルシウム、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化ホウ素、窒化ボ
ロン、シリカ、シリル化シリカが挙げられる。
【００３０】
　有色顔料としては、酸化鉄、水酸化鉄、チタン酸鉄の無機赤色顔料、γ－酸化鉄等の無
機褐色系顔料、黄酸化鉄、黄土等の無機黄色系顔料、黒酸化鉄、カーボンブラック等の無
機黒色顔料、マンガンバイオレット、コバルトバイオレット等の無機紫色顔料、水酸化ク
ロム、酸化クロム、酸化コバルト、チタン酸コバルト等の無機緑色顔料、紺青、群青等の
無機青色系顔料、タール系色素をレーキ化したもの、天然色素をレーキ化したもの、及び
これらの粉体を複合化した合成樹脂粉体顔料等が挙げられる。
【００３１】
　パール顔料としては、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン被覆マイカ、オキシ塩化ビスマ
ス、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、魚鱗箔、酸化チタン被
覆着色雲母等、金属粉末顔料としては、アルミニウムパウダー、カッパーパウダー、ステ
ンレスパウダー等が挙げられる。
【００３２】
［疎水性粉体］
　本発明で使用される原料粉体は表面が疎水性であることが好ましい。疎水性とは水へ分
散しないことを意味している。原料粉体表面が最初から疎水性であるものはそのまま使用
してもよく、必要に応じて以下の疎水化処理がされたものを使用しても構わない。疎水性
の粉体であることによって、化粧膜の均一性、塗布時のおさまり、密着性がよくなる。ま
た前記粉体の平均粒子径が２００μｍ以下であることが好ましい。前記粉体を構成する粒
子は、その形状（球状、針状、板状等）、粒子構造（多孔質、無孔質等）は特に限定され



(6) JP 2020-2031 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

ない。また、平均粒子径が２００μｍ以下であることが好ましく、より好ましくは１００
μｍ以下、さらに好ましくは５０μｍ以下である。なお、本明細書において平均粒子径は
、体積平均粒子径であり、レーザー散乱法などにより測定することができる。
【００３３】
［疎水化処理］
　本発明では、原料粉体がシリコーン、フッ素化合物、シランカップリング剤、チタンカ
ップリング剤、Ｎ－アシル化アミノ酸、金属石鹸から選択される処理により表面疎水化さ
れたものであることが好ましい。特に無機粉体、有色顔料、パール顔料に関しては、表面
が親水性であるため、シリコーン、フッ素化合物、シランカップリング剤、チタンカップ
リング剤、Ｎ－アシル化アミノ酸、金属石鹸から選択される処理をしたものを使用するこ
とが好ましい。
【００３４】
　疎水化処理は、公知の疎水化処理剤及び公知の疎水化処理方法を用いれば良く、乾式処
理、湿式処理等を行うことができる。疎水化処理剤の具体例としては、メチルハイドロジ
ェンポリシロキサン、環状シリコーン、片末端、両末端、または側鎖トリアルコキシ基変
性オルガノポリシロキサン等のシリコーン系化合物、パーフルオロアルキルリン酸エステ
ル、パーフルオロアルキルアルコキシシラン等のフッ素系化合物、アルキルトリアルコキ
シシラン等のシランカップリング剤、長鎖アルコキシチタン等のチタンカップリング剤、
ラウロイルリジン等のアシル化アミノ酸、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸亜鉛
等の金属石鹸などが挙げられる。中でも、シリコーン、フッ素化合物、シランカップリン
グ剤がより好ましい。
【００３５】
［表面処理剤］
　本発明の分散性粉体は上記のような原料粉体を表面処理剤で処理してなるものである。
本発明では、表面処理剤として特定のオルガノポリシロキサン界面活性剤を用いることを
特徴とする。
【００３６】
　なお、上記のように原料粉体は、既に疎水化処理等が行われていてもよく、ここで用い
られる表面処理剤は、そのような原料粉体の上になされる表面処理に用いられるものであ
る。
【００３７】
　前記オルガノポリシロキサン界面活性剤の重量平均分子量が３００～２００００であり
、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さない。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は
重量平均分子量が３００～２００００であり、好ましくは４００～１００００であり、よ
り好ましくは４００～５０００である。本発明では、界面活性剤の重量平均分子量が上記
範囲にあることによって粉体に良く吸着し、分散性の高い粉体が得られる。一方、重量平
均分子量が３００未満の低分子量のオルガノポリシロキサン界面活性剤は刺激性等の懸念
があり、重量平均分子量が２００００を超えると粉体に吸着しにくく分散性の高い粉体を
得ることが困難となる。
【００３８】
　そして、本発明では、前記オルガノポリシロキサン界面活性剤がポリオキシアルキレン
基を有さないため、分散性の高い粉体が得られる。一方、オルガノポリシロキサン界面活
性剤がポリオキシアルキレン基を有すると、表面親水性が高くなりすぎるため、粉が凝集
したり、化粧料への配合した場合に塗布時の感触が悪くなったりする問題が生じる。
【００３９】
　さらに、前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基としてグリセリン基、ア
ミノ基、カルボキシル基、糖残基から選択される有機基を少なくとも１つ有し、前記親水
性基と前記オルガノシロキサン界面活性剤全体の重量比は前記親水性基を１とした場合、
４．０以下であることを必須の条件とする。前記重量比が４．０を超えると親水性と疎水
性のバランスが崩れるため分散性の優れた粉体を得ることができない。
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【００４０】
　グリセリン基を持つオルガノポリシロキサン（以下、「グリセリン変性オルガノポリシ
ロキサン」ともいう）界面活性剤の化学構造としてはグリセリン基があれば特に限定され
ることはなく、シロキサン分岐、架橋部位を有していても良い。ケイ素と結合するグリセ
リン基は下記（１）式で表される。（１）式中、Ｘは酸素原子を有していても良い炭素数
３～１４の二価の炭化水素基であり、Ｇはグリセリン基を表す。Ｇとしては下記（１－１
）～（１－５）に示す基から選択され、ｎは１～５である。親水性と疎水性のバランスの
面から（１）式のグリセリン基（親水性基）とオルガノシロキサン界面活性剤全体の重量
比はグリセリン基を１とした場合、４．０以下である。
【００４１】
【化１】

【化２】

【化３】

【００４２】
【化４】
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【化５】

【００４３】
【化６】

【００４４】
　アミノ基を持つオルガノポリシロキサン（以下、「アミノ変性オルガノポリシロキサン
」ともいう）界面活性剤の化学構造としてはアミノ基があれば特に限定されることはなく
、ケイ素と結合するアミノ基は下記（２）式で表される。（２）式中、Ｘ１は炭素数２～
８の二価の炭化水素基であり、Ｙは炭素数２～６の二価の炭化水素基であり、ｍは０～３
である。親水性と疎水性のバランスの面から（２）式のアミノ基（親水性基）とオルガノ
シロキサン界面活性剤全体の重量比はアミノ基を１とした場合、４．０以下である。
【化７】

【００４５】
　カルボキシル基を持つオルガノポリシロキサン（以下、「カルボキシル変性オルガノポ
リシロキサン」ともいう）界面活性剤の化学構造としてシロキサン側鎖にカルボキシル基
があれば特に限定されることはなく、ケイ素と結合するカルボキシル基は下記（３）式で
表される。（３）式中、Ｘ２は炭素数３～１２の二価の炭化水素基であり、親水性と疎水
性のバランスの面から（３）式のカルボキシル基（親水性基）とオルガノシロキサン界面
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活性剤全体の重量比はカルボキシル基を１とした場合、４．０以下である。
【化８】

【００４６】
　糖残基を持つオルガノポリシロキサン（以下、「糖変性オルガノポリシロキサン」とも
いう）界面活性剤の化学構造として糖残基があれば特に限定されることはなく、ケイ素と
結合する糖残基は下記（４）式で表される。（４）式中、Ｘ１は炭素数２～８の二価の炭
化水素基であり、Ｙは炭素数２～６の二価の炭化水素基であり、ｍは０～３である。親水
性と疎水性のバランスの面から（４）式の糖残基（親水性基）とオルガノシロキサン界面
活性剤全体の重量比は糖残基を１とした場合、４．０以下である。
【化９】

【００４７】
　原料粉体と前記オルガノポリシロキサン界面活性剤との比率は重量比で粉体１００に対
して界面活性剤０．１～２０が好ましい。より好ましくは０．５～１０である。上記重量
比であれば、分散性に優れた分散性粉体を得ることができる。
【００４８】
　これらの界面活性剤の中では、水系媒体や油剤への分散性、分散安定性、化粧料に配合
した場合の化粧膜の均一性、塗布時のおさまり、のび、密着性、使用感の観点から、グリ
セリン変性オルガノポリシロキサン界面活性剤が特に好ましい。
【００４９】
［分散性粉体の製造方法］
　本発明の分散性粉体の製造方法は、前記原料粉体を前記表面処理剤で処理してなる分散
性粉体の製造方法であって、前記原料粉体を前記表面処理剤で処理する際に、６０℃以上
１８０℃未満で熱処理を行うことができる。前記原料粉体を前記表面処理剤（オルガノポ
リシロキサン界面活性剤）で処理する際、乾式処理、湿式処理等を行うことができるが、
６０℃以上１８０℃未満で熱処理を行うことが好ましい。より好ましくは８０℃～１２０
℃である。特にオルガノポリシロキサン界面活性剤は加熱することによって粘度が下がり
、粉体表面によく吸着し、凝集が抑えられるため、上記熱処理を行うことが好ましい。ま
た加熱処理時にオルガノポリシロキサン界面活性剤中のシロキサン結合の開裂による粉体
表面との再結合や微量残存しているＳｉ－Ｈ基、アルコキシシリル基による粉体表面との
再結合はあっても構わない。なお、前記表面処理剤で処理する際には、必要に応じて水や
アルコール類など任意成分を添加することができる。所望の分散性粉体を得るために、必
要に応じて撹拌、粉砕、乾燥などの処理を行うこともできる。
【００５０】
　また、本発明の分散性粉体の製造方法では、前記原料粉体表面が最初から疎水性である
ものをそのまま使用してもよく、必要に応じて上記のように疎水化処理がされたものを使
用してもよい。後者の場合には、あらかじめ疎水化処理された原料粉体をさらに前記表面
処理剤で処理する。
【００５１】
［化粧料］
　本発明は、本発明の分散性粉体を含む化粧料（以下、「本発明の化粧料」ともいう）も
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提供する。前記化粧料は前記分散性粉体以外に化粧品に許容される媒体を配合することが
できる。
【００５２】
　本発明の化粧料には揮発性シリコーン油、または揮発性有機油を含むことができる。揮
発性シリコーン油、または揮発性有機油としては、揮発性シリコーン油はジメチルポリシ
ロキサン（２量体、３量体、４量体、５量体）、カプリリルメチコン、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシ
ロキサン、テトラメチルテトラハイドロジェンシクロテトラシロキサン、トリストリメチ
ルシロキシメチルシラン、テトラキストリメチルシロキシシラン等が挙げられる。揮発性
有機油としては炭化水素油やエステルでよく、α－オレフィンオリゴマー、軽質イソパラ
フィン、イソドデカン、軽質流動イソパラフィン、酢酸ブチル等が挙げられる。好ましく
はジメチルポリシロキサン（４量体、５量体）、カプリリルメチコン、デカメチルシクロ
ペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、トリストリメチルシロキシメ
チルシラン、テトラキストリメチルシロキシシラン、軽質イソパラフィン、イソドデカン
、軽質流動イソパラフィン、酢酸ブチルである。これら揮発性油剤は化粧料全体の１～９
８質量％ 、好ましくは１～５０ 質量％、さらに好ましくは３～３０質量％である。
【００５３】
　本発明の化粧料は上記揮発性油剤の他にも、さらに化粧品に許容される油剤を含むこと
ができる。このような液状油剤としては、１種または２種以上のシリコーン油、炭化水素
油、高級脂肪酸、エステル油や天然動植物油等の極性油、半合成油、及び／又はフッ素系
油等を挙げることができる。
【００５４】
　シリコーン油としては、不揮発性のジメチルポリシロキサン、フェニルトリメチコン、
メチルフェニルポリシロキサン、メチルヘキシルポリシロキサン、メチルハイドロジェン
ポリシロキサン、ジメチルシロキサン・メチルフェニルシロキサン共重合体等の低粘度か
ら高粘度の直鎖或いは分岐状のオルガノポリシロキサン、テトラメチルテトラフェニルシ
クロテトラシロキサン、アミノ変性オルガノポリシロキサン、高重合度のガム状ジメチル
ポリシロキサン、ガム状アミノ変性オルガノポリシロキサン、ガム状のジメチルシロキサ
ン・メチルフェニルシロキサン共重合体等のシリコーンゴム、及びシリコーンガムやゴム
の環状シロキサン溶液、トリメチルシロキシケイ酸、トリメチルシロキシケイ酸の環状オ
ルガノポリシロキサン溶液、ステアロキシシリコーン等の高級アルコキシ変性オルガノポ
リシロキサン、高級脂肪酸変性オルガノポリシロキサン、アルキル変性オルガノポリシロ
キサン、長鎖アルキル変性オルガノポリシロキサン、フッ素変性オルガノポリシロキサン
、シリコーン樹脂及びシリコーンレジンの溶解物等が挙げられる。
【００５５】
　炭化水素油としては不揮発性のオゾケライト、スクワラン、合成スクワラン、植物性ス
クワラン、スクワレン、セレシン、パラフィン、パラフィンワックス、ポリエチレンワッ
クス、ポリエチレン・ポリピロピレンワックス、（エチレン／プロピレン／スチレン）コ
ポリマー、（ブチレン／プロピレン／スチレン）コポリマー、流動パラフィン、流動イソ
パラフィン、プリスタン、ポリイソブチレン、水添ポリイソブテン、マイクロクリスタリ
ンワックス、ワセリン等が挙げられる。
【００５６】
　高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘ
ン酸、ウンデシレン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキドン酸、エイコサ
ペンタエン酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）、イソステアリン酸、１２－ヒ
ドロキシステアリン酸等が挙げられ、高級アルコールとしては、ラウリルアルコール、ミ
リスチルアルコール、パルミチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコー
ル、ヘキサデシルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール、ヘキシ
ルドデカノール、オクチルドデカノール、セトステアリルアルコール、２－デシルテトラ
デシノール、コレステロール、フィトステロール、ＰＯＥコレステロールエーテル、モノ
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ステアリルグリセリンエーテル（バチルアルコール）、モノオレイルグリセリルエーテル
（セラキルアルコール）等が挙げられる。
【００５７】
　エステル油としては、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、アジ
ピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、イ
ソステアリン酸イソセチル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エ
チルヘキサン酸エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチルヘ
キサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール
、オクタン酸セチル、オクチルドデシルガムエステル、オレイン酸オレイル、オレイン酸
オクチルドデシル、オレイン酸デシル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、ジカプリ
ン酸ネオペンチルグリコール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、ステ
アリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ－
２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、イソノナン酸イソノニル、イソノナ
ン酸イソトリデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、パ
ルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、１２－ヒドロキ
システアリル酸コレステリル、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、ミリスチン酸イ
ソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリス
チン酸ミリスチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン酸
ヘキシル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、ラウロ
イルサルコシンイソプロピルエステル、リンゴ酸ジイソステアリル等が挙げられる。グリ
セライド油としては、アセトグリセリル、トリイソオクタン酸グリセリル、トリイソステ
アリン酸グリセリル、トリイソパルミチン酸グリセリル、モノステアリン酸グリセリル、
ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリル、ミリスチン酸
イソステアリン酸ジグリセリル等が挙げられる。
【００５８】
　また、天然動植物油類及び半合成油として、アボガド油、アマニ油、アーモンド油、イ
ボタロウ、エノ油、オリーブ油、カカオ脂、カポックロウ、カヤ油、カルナウバロウ、肝
油、キャンデリラロウ、精製キャンデリラロウ、牛脂、牛脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、キョ
ウニン油、鯨ロウ、硬化油、小麦胚芽油、ゴマ油、コメ胚芽油、コメヌカ油、サトウキビ
ロウ、サザンカ油、サフラワー油、シアバター、シナギリ油、シナモン油、ジョジョバロ
ウ、スクワラン、スクワレン、セラックロウ、タートル油、大豆油、茶実油、ツバキ油、
月見草油、トウモロコシ油、豚脂、ナタネ油、日本キリ油、ヌカロウ、胚芽油、馬脂、パ
ーシック油、パーム油、パーム核油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマシ油脂肪酸メチルエ
ステル、ヒマワリ油、ブドウ油、ベイベリーロウ、ホホバ油、水添ホホバ油、マカデミア
ナッツ油、ミツロウ、ミンク油、メドウフォーム油、綿実油、綿ロウ、モクロウ、モクロ
ウ核油、モンタンロウ、ヤシ油、硬化ヤシ油、トリヤシ油脂肪酸グリセライド、羊脂、落
花生油、ラノリン、液状ラノリン、還元ラノリン、ラノリンアルコール、硬質ラノリン、
酢酸ラノリン、酢酸ラノリンアルコール、ラノリン脂肪酸イソプロピル、卵黄油等が挙げ
られる。
【００５９】
　フッ素系油剤としては、パーフルオロポリエーテル、パーフルオロデカリン、パーフル
オロオクタン等が挙げられる。
【００６０】
　本発明の化粧料に許容される揮発性油剤以外の油剤の配合量は化粧料の剤系によっても
異なるが、化粧料全体の１～９８質量％、好ましくは１～５０質量％の範囲が好適である
。
【００６１】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の紫外線吸収成分を含むことができる。
これにより、本発明の化粧料は使用感良好で使用性及び持続性に優れる上、紫外線を吸収
することのできる化粧料となる。紫外線吸収成分としては、紫外線吸収剤及び紫外線散乱
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剤が包含される。紫外線吸収剤としては、パラアミノ安息香酸等の安息香酸系紫外線吸収
剤、アントラニル酸メチル等のアントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸メチル等のサ
リチル酸系紫外線吸収剤、パラメトキシケイ皮酸オクチル等のケイ皮酸系紫外線吸収剤、
２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ウロカニン酸
エチル等のウロカニン酸系紫外線吸収剤、４－ｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジベンゾイ
ルメタン等のジベンゾイルメタン系紫外線吸収剤等が例示される。また、先に述べた紫外
線吸収性の官能基を備えるシリコーン誘導体を用いてもよい。紫外線吸収散乱剤としては
、微粒子酸化チタン、微粒子鉄含有酸化チタン、微粒子酸化亜鉛、微粒子酸化セリウム及
びそれらの複合体等、紫外線を吸収散乱する粉体が挙げられる。これらのうち、ケイ皮酸
系紫外線吸収剤、ジベンゾイルメタン系紫外線吸収剤、酸化チタン、及び酸化亜鉛が好ま
しい。
【００６２】
　本発明の化粧料は、水を配合することができる。
【００６３】
　本発明の化粧料は、本発明の分散性粉体に含まれる界面活性剤以外にさらに１種または
２種以上の界面活性剤を含むことができる。これにより、本発明の化粧料は使用目的に応
じて、より使用性にすぐれた化粧料となる。界面活性剤としては、アニオン性、カチオン
性、非イオン性及び両性の界面活性剤があるが、前記化粧料に含まれる界面活性剤は特に
制限されるものではなく、通常の化粧料に使用されるものであれば、いずれのものも使用
することができる。
【００６４】
　具体的に例示すると、アニオン性界面活性剤としては、ステアリン酸ナトリウムやパル
ミチン酸トリエタノールアミン等の脂肪酸セッケン、アルキルエーテルカルボン酸及びそ
の塩、アミノ酸と脂肪酸の縮合物塩、アルカンスルホン酸塩、アルケンスルホン酸塩、脂
肪酸エステルのスルホン酸塩、脂肪酸アミドのスルホン酸塩、ホルマリン縮合系スルホン
酸塩、アルキル硫酸エステル塩、第二級高級アルコール硫酸エステル塩、アルキル及びア
リルエーテル硫酸エステル塩、脂肪酸エステルの硫酸エステル塩、脂肪酸アルキロールア
ミドの硫酸エステル塩、ロート油等の硫酸エステル塩類、アルキルリン酸塩、エーテルリ
ン酸塩、アルキルアリルエーテルリン酸塩、アミドリン酸塩、Ｎ－アシル乳酸塩、Ｎ－ア
シルサルコシン塩、Ｎ－アシルアミノ酸系活性剤等；カチオン性界面活性剤としては、ア
ルキルアミン塩、ポリアミン及びアミノアルコール脂肪酸誘導体等のアミン塩、アルキル
四級アンモニウム塩、芳香族四級アンモニウム塩、ピリジウム塩、イミダゾリウム塩等が
挙げられる。
【００６５】
　非イオン性界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステ
ル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリエチレ
ングリコール脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、メチルグルコシド脂肪酸エステル
、アルキルポリグルコシド、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシプロピレ
ンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンプロピレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオ
キシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンフィトスタノールエーテル、ポリオキシ
エチレンフィトステロールエーテル、ポリオキシエチレンコレスタノールエーテル、ポリ
オキシエチレンコレステロールエーテル、直鎖或いは分岐状ポリオキシアルキレン変性オ
ルガノポリシロキサン、直鎖或いは分岐状ポリオキシアルキレン・アルキル共変性オルガ
ノポリシロキサン、直鎖或いは分岐状ポリグリセリン変性オルガノポリシロキサン、直鎖
或いは分岐状ポリグリセリン・アルキル共変性オルガノポリシロキサン、アルカノールア
ミド、糖エーテル、糖アミド等が挙げられる。
【００６６】
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　両性界面活性剤としては、ベタイン、アミノカルボン酸塩、イミダゾリン誘導体、アミ
ドアミン型等が挙げられる。
【００６７】
　これらの界面活性剤の中でも、分子中にポリオキシエチレン鎖を有する直鎖或いは分岐
状のオルガノポリシロキサン、分子中にポリグリセリン鎖を有する直鎖或いは分岐状のオ
ルガノポリシロキサン、或いはそれぞれのアルキル共変性オルガノポリシロキサンである
界面活性剤が好ましい。市販品としては、特に限定されるものではないが、ＫＦ－６０１
１、ＫＦ－６０１１Ｐ、ＫＦ－６０４３、ＫＦ－６０１２、ＫＦ－６０１３、ＫＦ－６０
１５、ＫＦ－６０１６、ＫＦ－６０１７、ＫＦ－６０２８、ＫＦ－６０２８Ｐ、ＫＦ－６
０３８、ＫＦ－６１００、ＫＦ－６１０４、ＫＦ－６１０５（何れも信越化学工業（株）
製）等がある。また、ＨＬＢが２～１０である界面活性剤が好ましく、配合量は、化粧料
全体の０．１～２０質量％であることが好ましく、特に０．２～１０質量％の範囲が好適
である。
【００６８】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の分子構造中にアルコール性水酸基を有
する化合物を含んでも良い。かかる化合物としては、エタノール、イソプロパノール等の
低級アルコール、ソルビトール、マルトース等の糖アルコール等があり、コレステロール
、シトステロール、フィトステロール、ラノステロール等のステロール、ブチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジブチレングリコール、ペンチレングリコール等の多価ア
ルコール等があるが、通常は水溶性一価のアルコール、水溶性多価アルコールが多く用い
られる。分子構造中にアルコール性水酸基を有する化合物の配合量は、化粧料全体の９８
質量％以下の範囲が好適である。
【００６９】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の親水性基を有しない架橋型オルガノポ
リシロキサン重合物と液状油剤からなる組成物を含んでも良い。該架橋型オルガノポリシ
ロキサン重合物は、アルキルハイドロジェンポリシロキサンを分子鎖末端に反応性ビニル
性不飽和基を有する架橋剤と反応することによって得られる。アルキルハイドロジェンポ
リシロキサンとしては直鎖ないし一部分岐単位を有するメチルハイドロジェンポリシロキ
サン、炭素数が６～２０のアルキル鎖がグラフトされたメチルハイドロジェンポリシロキ
サン等をあげることができる。ケイ素原子に結合した水素原子は、分子中に平均で二つ以
上必要である。架橋剤は、メチルビニルポリシロキサンやα、ω－アルケニルジエン等の
ように、分子中に二つ以上のビニル性反応部位を持つものがあげられる。これらの例とし
て特許第１９２５７８１号公報、特許第１９３２７６９号公報、国際公開第ＷＯ０３－２
４４１３号パンフレット、特開２００９－１８５２９６号公報に記載されている組成物が
挙げられる。該架橋型メチルポリシロキサンを、例えば自重以上の０．６５ｍｍ２／秒（
２５℃）～１００．０ｍｍ２／秒（２５℃）の低粘度シリコーン、流動パラフィン、スク
ワラン、イソドデカン等の炭化水素油やトリオクタノイン等のグリセライド油、エステル
油で膨潤させる。また、これらの架橋型オルガノポリシロキサンは市販品としては、特に
限定されるものではないが、シリコーン油でペースト状にしたＫＳＧ－１５、ＫＳＧ－１
６、ＫＳＧ－１８、ＫＳＧ－１６１０、ＵＳＧ－１０３、炭化水素油やトリグリセライド
油でペースト状にしたＵＳＧ－１０６、ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３、Ｋ
ＳＧ－４４、ＫＳＧ－８１０（何れも信越化学工業（株）製）等がある。該親水性基を有
しない架橋型オルガノポリシロキサンと液状油剤からなる組成物の配合量は、化粧料の総
量に対して０．１～５０質量％であることが好ましく、更に好ましくは１～３０質量％で
ある。
【００７０】
　本発明の化粧料は、さらに１種または２種以上の親水性基を有する架橋型オルガノポリ
シロキサン重合物と液状油剤からなる組成物を含んでも良い。該親水性基としては、ポリ
エーテル基、ポリグリセリン基が好ましい。該ポリエーテル基及び／又はポリグリセリン
基を有する架橋型オルガノポリシロキサン重合物は、アルキルハイドロジェンポリシロキ
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サンを分子鎖末端に反応性ビニル性不飽和基を有する架橋剤と反応することによって得ら
れる。アルキルハイドロジェンポリシロキサンとしてポリオキシエチレン鎖がグラフトさ
れたメチルハイドロジェンポリシロキサン、ポリグリセリン鎖がグラフトされたメチルハ
イドロジェンポリシロキサン等をあげることができ、ケイ素原子に結合した水素原子は、
分子中に平均で二つ以上必要である。架橋型オルガノポリシロキサン重合物を、自重以上
の０．６５ｍｍ２／秒（２５℃）～１００．０ｍｍ２／秒（２５℃）の低粘度シリコーン
、流動パラフィン、スクワラン、イソドデカン等の炭化水素油やトリオクタノイン等のグ
リセライド油、エステル油に膨潤させる。架橋剤は、メチルビニルポリシロキサンやα、
ω－アルケニルジエン、グリセリントリアリルエーテル、ポリオキシアルキニル化グリセ
リントリアリルエーテル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ポリオキシアル
キニル化トリメチロールプロパントリアリルエーテル等のように、分子中に二つ以上のビ
ニル性反応部位を持つものがあげられるが、これらを反応させた架橋物は、少なくとも１
つの親水基を有するものである。組成物としては、特許第２６３１７７２号公報、特開平
９－１３６８１３号公報、特開２００１－３４２２５５号公報、国際公開第ＷＯ０３／２
０８２８号パンフレット、特開２００９－１８５２９６号公報に記載されているものが好
ましい。また、これらの架橋型オルガノポリシロキサンは市販品としては、特に限定され
るものではないが、シリコーン油でペースト状にしたＫＳＧ－２１０、ＫＳＧ－２４０、
ＫＳＧ－７１０、炭化水素油やトリグリセライド油でペースト状にしたＫＳＧ－３１０、
ＫＳＧ－３２０、ＫＳＧ－３３０、ＫＳＧ－３４０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、
ＫＳＧ－８４０（何れも信越化学工業（株）製）等がある。また、該親水性基を有する架
橋型オルガノポリシロキサンと液状油剤からなる組成物の配合量は、化粧料の総量に対し
て０．１～５０質量％であることが好ましく、更に好ましくは１～３０質量％である。
【００７１】
　本発明の化粧料は、その目的に応じてシリコーンワックスを含むこともできる。このシ
リコーンワックスは、５員環以上のラクトン化合物の開環重合物であるポリラクトンを結
合させたポリラクトン変性ポリシロキサンであることが好ましい。あるいは、このシリコ
ーンワックスは、ピロリドン基、長鎖アルキル基、ポリオキシアルキレン基、フルオロア
ルキル基、カルボン酸などのアニオン基の中から選択された少なくとも一つの官能基を分
子中に含有するアクリル変性ポリシロキサンであることが好ましい。市販品としては、長
鎖アルキル基を有するワックスとして、ＫＰ－５６１Ｐ、ＫＰ－５６２Ｐ（何れも信越化
学工業（株）製）等が例示される。
【００７２】
　さらに本発明の化粧料には、通常の化粧料に使用される成分、油溶性ゲル化剤（有機変
性粘土鉱物）等を添加することができる。
【００７３】
　前記油溶性ゲル化剤としては、例えばアルミニウムステアレート、マグネシウムステア
レート、ジンクミリステート等の金属セッケン、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸、α
，γ－ジ－ｎ－ブチルアミン等のアミノ酸誘導体、デキストリンパルミチン酸エステル、
デキストリンステアリン酸エステル、デキストリン２－エチルヘキサン酸パルミチン酸エ
ステル等のデキストリン脂肪酸エステル、ショ糖パルミチン酸エステル、ショ糖ステアリ
ン酸エステル等のショ糖脂肪酸エステル、フラクトオリゴ糖ステアリン酸エステル、フラ
クトオリゴ糖２－エチルヘキサン酸エステル等のフラクトオリゴ糖脂肪酸エステル、モノ
ベンジリデンソルビトール、ジベンジリデンソルビトール等のソルビトールのベンジリデ
ン誘導体、ジメチルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー、ジメチルジ
オクタデシルアンモニウムモンモリナイトクレー等の有機変性粘土鉱物等から選ばれる１
種または２種以上の油溶性ゲル化剤が挙げられる。
【００７４】
　また、本発明の化粧料としては、上記化粧料成分を配合してなる、スキンケア化粧料、
乳液、クリーム、メイクアップ下地、コンシーラー、白粉、リキッドファンデーション、
油性ファンデーション、頬紅、アイシャドウ、マスカラ、アイライナー、アイブロウ、口
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紅等のメイクアップ化粧料、シャンプー、リンス、トリートメント、セット剤等の毛髪化
粧料、制汗剤、日焼け止めオイルや日焼け止め乳液、日焼け止めクリームなどの紫外線防
御化粧料等が挙げられる。
【００７５】
　また、これらの化粧料の形状としては、液状、乳液状、クリーム状、固形状、ペースト
状、ゲル状、粉末状、プレス状、多層状、ムース状、スプレー状、スティック状等、種々
の形状を選択することができる。
【００７６】
　さらに、これらの化粧料の形態としては、水性、油性、油中水型エマルション、水中油
型エマルション、非水エマルション、Ｗ／Ｏ／ＷやＯ／Ｗ／Ｏなどのマルチエマルション
等、種々の形態を選択することができる。
【実施例】
【００７７】
　以下、合成例、製造例及び本発明の化粧料の実施例、比較例を示し、本発明を具体的に
説明するが、本発明は下記の実施例に制限されるものではない。尚、特に断らない限り、
以下に記載する「％」は「質量％」を意味し、各例の全体の質量を１００％として各成分
の質量％を表す。粘度は２５℃での数値である。
【００７８】
（合成例（１）～（６））、（比較合成例（１）～（３））
　合成例（１）～（６）には、本発明の分散性粉体を構成する界面活性剤の合成について
示す。比較合成例（１）～（３）には、本発明の分散性粉体を構成しない界面活性剤の合
成について示す。なお、以下では、オルガノポリシロキサン界面活性剤中の親水性基（グ
リセリン基、アミノ基、カルボキシル基、糖残基）とオルガノシロキサン界面活性剤全体
の重量比であって、前記親水性基を１とした場合の比（オルガノシロキサン界面活性剤全
体の重量／親水性基の重量）を「親水性基比率」という。
【００７９】
合成例（１）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記一般式で表されるハイ
ドロジェンポリシロキサン２９６ｇ、２－プロパノール３００ｇ、トリグリセリンモノア
リルエーテル３９０ｇ、塩化白金酸３％ブタノール溶液０．０５ｇを加え、８０℃で５時
間撹拌して、反応を完了した。反応溶剤を１００℃で減圧留去し、淡黄色透明の液体を得
た。
【化１０】

【００８０】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。
【化１１】

【００８１】
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　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は８５
０であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が１．７５であり
、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００８２】
合成例（２）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記一般式で表されるハイ
ドロジェンポリシロキサン７００ｇ、２－プロパノール１０００ｇ、ジグリセリンモノア
リルエーテル７２０g、下記モノビニルジシロキサン８６ｇ、塩化白金酸３％ブタノール
溶液０．１ｇを加え、８０℃で５時間撹拌して、反応を完了した。反応溶剤を１００℃で
減圧留去し、淡黄色透明の液体を得た。
【化１２】

【化１３】

【００８３】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。
【化１４】

【００８４】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は１７
０００であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が２．０９で
あり、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００８５】
合成例（３）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記一般式で表されるハイ
ドロジェンポリシロキサン１１７０ｇ、２－プロパノール１０００ｇ、トリグリセリンモ
ノアリルエーテル７５０ｇ、塩化白金酸３％ブタノール溶液０．２ｇを加え、８０℃で５
時間撹拌して、反応を完了した。反応溶剤を１００℃で減圧留去し、淡黄色透明の液体を
得た。
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【化１５】

【００８６】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。

【化１６】

【００８７】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は３０
００であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が２．５６であ
り、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００８８】
合成例（４）
　常法により、下記代表構造のアミノ変性オルガノポリシロキサンを合成した。このオル
ガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は４３００であった。
前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が２．０３であり、かつ、ポリ
オキシアルキレン基を有さないものであった。
【化１７】

【００８９】
合成例（５）
　常法により、下記代表構造のカルボキシル変性オルガノポリシロキサンを合成した。こ
のオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は１００００で
あった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が１．３４であり、か
つ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。

【化１８】
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合成例（６）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記代表構造のアミノ変性
オルガノポリシロキサン１５０ｇと２－プロパノール２００ｇ、グルコノ－δ－ラクトン
８９ｇを加え、８０℃で５時間撹拌して、反応を完了した。反応溶剤を１００℃で減圧留
去し、淡黄色透明の半固体を得た。
【化１９】

【００９１】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。
【化２０】

【００９２】
　このオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は３０００
であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が２．０１であり、
かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００９３】
比較合成例（１）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記一般式で表されるハイ
ドロジェンジシロキサン１５０ｇ、２－プロパノール５０ｇ、グリセリンモノアリルエー
テル１３０g、塩化白金酸３％ブタノール溶液０．０５ｇを加え、８０℃で５時間撹拌し
て、反応を完了した。未反応原料、及び反応溶剤を１００℃で減圧留去し、淡黄色透明の
液体を得た。
【化２１】

【００９４】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。



(19) JP 2020-2031 A 2020.1.9

10

20

30

40

【化２２】

【００９５】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は２５
０であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が２．１３であり
、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００９６】
比較合成例（２）
　攪拌機、温度計、還流冷却器を備えたガラス製フラスコに、下記一般式で表されるハイ
ドロジェンジシロキサン４８０ｇ、２－プロパノール２００ｇ、ジグリセリンモノアリル
エーテル８５g、塩化白金酸３％ブタノール溶液０．０５ｇを加え、８０℃で５時間撹拌
して、反応を完了した。未反応原料、及び反応溶剤を１００℃で減圧留去し、淡黄色透明
の液体を得た。
【化２３】

【００９７】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤の代表構造を以下に示す。

【化２４】

【００９８】
　得られたオルガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は６２
００であった。前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が６．６４であ
り、かつ、ポリオキシアルキレン基を有さないものであった。
【００９９】
比較合成例（３）
　常法により、下記代表構造のアミノ変性オルガノポリシロキサンを合成した。このオル
ガノポリシロキサン界面活性剤のＧＰＣ測定による重量平均分子量は１６００であった。
前記オルガノポリシロキサン界面活性剤は、親水性基比率が６．０４であり、かつ、ポリ
オキシアルキレン基を有さないものであった。
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【化２５】

【０１００】
製造例１
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、合成例１で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン３gを添加し、１１０℃で３時
間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１０１】
製造例２
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、合成例２で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン４gを添加し、１００℃で３時
間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１０２】
製造例３
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、合成例４で得たアミノ変性オルガノポリシロキサン４gを添加し、１００℃で３時間、
撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１０３】
製造例４
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、合成例６で得た糖変性オルガノポリシロキサン２g、水１０gを添加し、１００℃で３
時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１０４】
製造例５
　ミキサーにシリコーンエラストマーパウダーＫＭＰ－５９７（信越化学工業社製）１０
０g、合成例１で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加
し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１０５】
製造例６
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサン被覆シリコーンエラストマーパウダーＫＳＰ
－１００（信越化学工業社製）１００g、合成例３で得たグリセリン変性オルガノポリシ
ロキサン２gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色
粉体を得た。
【０１０６】
製造例７
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサン被覆シリコーンエラストマーパウダーＫＳＰ
－１００（信越化学工業社製）１００g、合成例５で得たカルボキシ変性オルガノポリシ
ロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時
間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１０７】
製造例８
　ミキサーにポリアミドパウダーＳＰ－５００（東レ社製）１００g、合成例１で得たグ
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リセリン変性オルガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、
撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１０８】
製造例９
　ミキサーにメタクリル酸メチルクロスポリマーＭ－３０５（東レ社製）１００g、合成
例２で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００
℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１０９】
製造例１０
　ミキサーにメチコン２％処理酸化チタン１００g、合成例１で得たグリセリン変性オル
ガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１０
０℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１１０】
製造例１１
　ミキサーにトリメトキシカプリリルシラン２％処理タルク１００g、合成例３で得たグ
リセリン変性オルガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、
撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１１１】
製造例１２
　ミキサーに２％モノパーフルオロアルキルエチルリン酸エステル処理マイカ１００g、
合成例４で得たアミノ変性オルガノポリシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００
℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１１２】
製造例１３
　ミキサーに２％メチコン処理黒酸化鉄１００g、合成例５で得たアミノ変性オルガノポ
リシロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で
３時間乾燥し、黒色粉体を得た。
【０１１３】
比較製造例１
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、比較合成例１で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン３gを添加し、１１０℃で
３時間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１１４】
比較製造例２
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、比較合成例２で得たグリセリン変性オルガノポリシロキサン４gを添加し、１００℃で
３時間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１１５】
比較製造例３
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、比較合成例３で得たアミノ変性オルガノポリシロキサン４gを添加し、１００℃で３時
間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１１６】
比較製造例４
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサンＫＭＰ－５９０（信越化学工業社製）１００
g、ポリエーテル変性オルガノポリシロキサンＫＦ－６０１７　４gを添加し、１００℃で
３時間、撹拌、粉砕し、白色粉体を得た。
【０１１７】
比較製造例５
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサン被覆シリコーンエラストマーパウダーＫＳＰ
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リシロキサン２gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時間乾燥し、
白色粉体を得た。
【０１１８】
比較製造例６
　ミキサーにポリメチルシルセスキオキサン被覆シリコーンエラストマーパウダーＫＳＰ
－１００（信越化学工業社製）１００g、比較合成例３で得たアミノ変性オルガノポリシ
ロキサン２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、１００℃で３時
間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１１９】
比較製造例７
　ミキサーにメチコン２％処理酸化チタン１００g、ポリエーテル変性シリコーンＫＦ－
６０１７（信越化学工業社製）２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、
粉砕、１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１２０】
比較製造例８
　ミキサーにトリメトキシカプリリルシラン２％処理タルク１００g、ポリオキシエチレ
ン４－ラウリルエーテル２g、エタノール５gを添加し、１００℃で３時間、撹拌、粉砕、
１００℃で３時間乾燥し、白色粉体を得た。
【０１２１】
（実施例１～４及び比較例１～７）
（評価１）
　下記表に示す化粧水を常法により製造し、その使用性について評価した。
［官能評価方法］
　下記表１に示す配合で得た化粧水を皮膚に十分塗布し、官能評価した。また、分散性に
ついては目視にて評価を行った。結果を「効果がある」と回答したパネラーの人数により
、下記の評価基準で示す。
【０１２２】
［評価基準］
◎：４～５人が効果あると回答
○：３人が効果あると回答
△：２人が効果あると回答
×：効果あると回答したのは１人または０人
【０１２３】
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【表１】

　各成分の配合は合計が１００となるように調整した。
【０１２４】
　表１に示されるように、本発明の分散性粉体を用いて得られた化粧水は分散性が非常に
優れ、分散の安定性が高く、化粧膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のびが良い
ことが確認された。
【０１２５】
（実施例５～９及び比較例８～１３）
（評価２）
　下記表２に示す配合で得た化粧水を常法により製造し、その使用性について評価した。
［官能評価方法］
　下記表２に示す化粧水を皮膚に十分塗布し、官能評価した。また、分散性については目
視にて評価を行った。結果を「効果がある」と回答したパネラーの人数により、下記の評
価基準で示す。
【０１２６】
［評価基準］
◎：４～５人が効果あると回答
○：３人が効果あると回答
△：２人が効果あると回答
×：効果あると回答したのは１人または０人
【０１２７】
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【表２】

　　各成分の配合は合計が１００となるように調整した。
【０１２８】
　本発明の分散性粉体を用いて得られた化粧水は分散性に優れ、分散安定性が高く、化粧
膜が均一であり、塗布時のおさまりが良く、のび、塗布後のさらさら感が良いことが確認
された。
【０１２９】
（実施例１０，１１及び比較例１４～１７）
（評価３）
　下記表３に示すファンデーションを下記方法により製造し、その使用性について評価し
た。
方法
Ａ：表３に示す各成分を５０℃に加熱し、均一に混合する。
Ｂ：Ａを粉砕し、皿に圧縮成形し、ファンデーションを得た。
［官能評価方法］
　下記表３に示すファンデーションを皮膚に塗布し、官能評価した。結果を「効果がある
」と回答したパネラーの人数により、下記の評価基準で示す。
【０１３０】
［評価基準］
◎：４～５人が効果あると回答
○：３人が効果あると回答
△：２人が効果あると回答
×：効果あると回答したのは１人または０人
【０１３１】
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【表３】

　各成分の配合は合計が１００となるように調整した。
【０１３２】
　本発明の分散性粉体を用いて得られたファンデーションは分散性が良いため、化粧膜が
均一であり、塗布時のおさまりが良く、のびが良いことが確認された。
【０１３３】
　表１～３の評価結果より明らかなように、本発明の分散性粉体を含む実施例１～９の化
粧水、実施例１０，１１のファンデーションは、分散安定性、塗布時のおさまり、塗布時
の均一性、のびが良好である。一方、本発明の範囲外である比較例１～１３の化粧水、比
較例１４～１７のファンデーションは、分散安定性が悪く、塗布時のおさまり、塗布時の
均一性、のびが不十分である。特に、表面処理剤の重量平均分子量が本発明の下限値未満
である比較例１、８、表面処理剤の親水性基比率が本発明の上限値を超える比較例２、３
、９では分散安定性が悪く、塗布時のおさまり、塗布時の均一性、のびが不十分であるこ
とから、本発明のように前記表面処理剤が、重量平均分子量３００～２００００のオルガ
ノポリシロキサン界面活性剤から選択される表面処理剤であり、かつ、親水性基としてグ
リセリン基、アミノ基、カルボキシル基、糖残基から選択される有機基を少なくとも１つ
有し、前記親水性基と前記オルガノシロキサン界面活性剤全体の重量比は前記親水性基を
１とした場合、４．０以下であることが課題解決のために重要であることは明らかである
。
【０１３４】
（実施例１２）アイライナー
　下記組成のアイライナーを常法により調製した。
（成分）
１．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　２２．０
２．ジメチルポリシロキサン（６ｍｍ２／秒）　　　　　　　　　　　　　５．０
３．製造例１３の黒色粉体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．０
４．ビタミンＥアセテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
５．ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
６．ベントナイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
７．ポリエーテル変性オルガノポリシロキサン※　　　　　　　　　　　　２．０
８．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
９．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０
１０．防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
１１．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
１２．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量　　
　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０％
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※ポリエーテル変性シリコーン　ＫＦ－６０１７（信越化学工業社製）
【０１３５】
　得られたアイライナーは、伸びが軽くて描きやすく、清涼感があってさっぱりとしてべ
たつきがない使用感で、温度や経時による変化もなく、使用性も安定性にも優れ、化粧持
ちも非常に良いことが確認された。
【０１３６】
（実施例１３）ヘアトリートメント
　下記組成のヘアトリートメントを調製した。
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組成質量（％）
１．シリコーンガム溶解品（注１）　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
２．ジフェニルジメチコン（注２）　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
３．製造例１で得られた粉体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
４．オクタン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
６．ポリエーテル変性シリコーン（注３）　　　　　　　　　　　　　　１．０
７．ＰＥＧ－６０水添硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
８．モノステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
９．カルボキシビニルポリマー（１質量％水溶液）　　　　　　　　　２５．０
１０．キサンタンガム（１質量％水溶液）　　　　　　　　　　　　　　７．０
１１．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１２．アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
１３．防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１４．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１５．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１．３
　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
（注１）信越化学工業（株）製：ＭＫ－１５Ｈ
（注２）信越化学工業（株）製：ＫＦ－５４
（注３）信越化学工業（株）製：ＫＦ－６０１３
【０１３７】
＜化粧料の調製＞
Ａ：成分１、２、４～８を加熱溶解した。
Ｂ：成分１１～１５を加熱溶解した。
Ｃ：攪拌下、ＡにＢを添加して乳化し、さらに、これに成分３、９及び１０を加えてヘア
トリートメントを得た。
【０１３８】
　以上のようにして得られたヘアトリートメントは、のび広がりが軽く、毛髪に光沢と滑
らかさを与えることが確認された。
【０１３９】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり
、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な
作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【手続補正書】
【提出日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
（実施例１３）ヘアトリートメント
　下記組成のヘアトリートメントを調製した。
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（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組成質量（％）
１．シリコーンガム溶解品（注１）　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
２．ジフェニルジメチコン（注２）　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
３．製造例１で得られた粉体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
４．オクタン酸セチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
５．ポリエーテル変性シリコーン（注３）　　　　　　　　　　　　　　１．０
６．ＰＥＧ－６０水添硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
７．モノステアリン酸グリセリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
８．カルボキシビニルポリマー（１質量％水溶液）　　　　　　　　　２５．０
９．キサンタンガム（１質量％水溶液）　　　　　　　　　　　　　　　７．０
１０．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
１１．アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
１２．防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
１３．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１４．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
（注１）信越化学工業（株）製：ＭＫ－１５Ｈ
（注２）信越化学工業（株）製：ＫＦ－５４
（注３）信越化学工業（株）製：ＫＦ－６０１３
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
＜化粧料の調製＞
Ａ：成分１、２、４～７を加熱溶解した。
Ｂ：成分１０～１４を加熱溶解した。
Ｃ：攪拌下、ＡにＢを添加して乳化し、さらに、これに成分３、８及び９を加えてヘアト
リートメントを得た。
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